
第７章　みんなでつくる環境首都
第１節　環境教育・環境学習の充実

環境教育・環境学習の推進
（１）取組み
①「環境首都とくしま創造センター（エコみらいとく
しま）」の開設
「環境首都とくしま」の実現を目指し、地球温暖
化対策をはじめとした各種環境施策や環境活動を

一元的にバックアップするとともに、環境学習や環
境教育を総合的にサポートするための「産・学・民・
官」の連携・協働による本格的な環境活動拠点とし
て、平成２２年４月に「環境首都とくしま創造セン
ター（エコみらいとくしま）」を開設し、このセンター
を中心に、県民総ぐるみによる環境活動や環境学
習の推進に取り組んでいます。

環境首都とくしま創造センター（エコみらいとくしま）の概要

開設時期 平成２２年４月１日

開設場所 徳島市東沖洲一丁目２３番地

面積・施設等機能
１階　事務室７５．７５ｍ２、会議室１６．８７ｍ２
２階　会議室４５．９ｍ２　
　　　事務所、会議室、展示スペース、周辺は環境学習のフィールド

特徴

・徳島県と特定非営利活動法人環境首都とくしま創造センターが協働で 
　運営
・「環境活動実践センター機能」「環境学習サポートセンター機能」、「地球
温暖化防止活動推進センター機能」の３つの機能を一箇所に集約して、
環境学習サービスのワンストップ化の実現
・子どもから高齢者まで、すべての世代が、気軽に環境について学べること
や、あらゆる方々が、環境を合い言葉に、「集い・語らい・共に行動する」こ
とができる場を目指す。

環境活動実践支援機能
産・学・民・官が協働で実施する様々な環境活動・環境施策の企画から実
践までを幅広く支援。
・社会実験や実証実験など実践に結びつく調査・研究、環境ＮＰＯ等の支
援・交流

環境学習サポートセンター機
能

学校や地域における環境学習・教育を総合的・体系的に推進するとともに、
地域環境力を高めるための人づくりを支援するなど、環境学習・教育を人
材・知識面等から総合的にサポート
・とくしま環境学講座等の各種環境関係講座の開催
・環境関係の図書、ＤＶＤソフト、資料、展示パネルの貸出
・地域や職場、学校での環境に関する講座、セミナー、イベント等に専門的
知識を備えた環境アドバイザーの派遣
・インターネット上のウェブサイト「とくしま環境首都学校」において、県内で
実施される各種環境関係イベント、講座等を紹介

地球温暖化防止活動推進セン
ター機能

本県における地球温暖化防止に関する「啓発・広報活動」、「調査・分析活
動」「情報提供」「民間団体の活動支援」等を総合的に支援
・地球温暖化防止活動推進員等の活動支援
・家庭部門や民生業務部門での温室効果ガス削減活動を支援
・「クリーンエネルギーの導入」「低炭素交通システムの推進」「カーボンオ
フセットの推進」等の活動支援
　※地球温暖化対策推進法に基づき、地球温暖化対策に関する普及啓
発等の推進主体として「特定非営利活動法人環境首都とくしま創造セ
ンター」を地域・地球温暖化防止活動推進センターに指定。
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②「徳島県環境学習推進方針～とくしま環境学び
プラン～」に基づく取組み
　環境保全に対する県民意識を高め、環境保全活
動への参加を促していくためには、長期的な視野
に立った環境教育や環境学習の推進が必要です。
本県では、県民・事業者・行政が連携・協働して環
境学習を総合的・体系的に進めるため、「徳島県環
境学習推進方針～とくしま環境学びプラン～」を平
成１７年１２月に策定しました。
　県としては、この方針に基づき、平成２５年度にお
いては次の施策を実施しました。
　
（ア）環境学習実践モデル事業
　「徳島県環境学習推進方針～とくしま環境学び
プラン～」の方針を踏まえ、平成１９年３月に作成さ
れた「とくしま環境学習プログラム」を活用したモデ
ル的な取り組みに対し、支援を行いました。
　県内の６団体が「徳島県環境学習推進方針～と
くしま環境学びプラン～」で示された本県で重点的
に取り組むべき分野である「ごみ」「生きもの」「水
環境」「太陽（エネルギー・地球温暖化）」をテーマ
に「とくしま環境学習プログラム」を活用した環境学
習を行い、「とくしま環境学習フォーラム」（平成２６
年１月開催）でその成果を発表しました。

とくしま環境学習フォーラム

（イ）環境首都　あどぷと・エコスクール　
　互いに連携・協働しながら主体的に行動する人
材の育成のため、道路や河川で行われているアド
プト（養子縁組）方式を学校の環境学習活動に適
用し、「地域の人づくりを地域の企業等が支える」と
いう考えのもと、事業者・民間団体が「里親」となり、
「養子」である学校の環境学習活動を支援する制
度「環境首都　あどぷと・エコスクール」を平成１９
年度に創設しました。平成２５年度は城西高等学校
と大塚製薬・大塚化学・大鵬薬品工業の３社とが養
子縁組の協定を結び、３社からの人材派遣や教材
費等の支援により、また、袋井用水を美しくする会
や保健製薬環境センターの指導を受け、袋井用水
の水質調査を行い、袋井用水の現状についての学

習を効果的に実施することができました。

水質調査の説明

（ウ）こどもエコクラブ事業
　環境省が進める「こどもエコクラブ事業」は幼児
（３歳）から高校生まで誰でも参加できる環境活動
です。参加した子どもたちは、自然観察や調査、リサ
イクル活動など、地域の中で身近にできる環境活
動に自由に取り組みます。平成２５年度には県内で
１１クラブ８８６人が組織されて、各地域で活動を展
開しました。

（エ）佐那河内いきものふれあいの里の自然環境
学習
　佐那河内いきものふれあいの里は、指定管理者
であるＮＰＯ法人大川原が自然観察指導員による
自然環境学習を実施しています。その内容として
は、野鳥の観察会、低山ハイキング、そばづくり等の
体験、希少動植物の観察など様々なメニューがあり
ます。また、小中学校や民間団体などに対する環境
学習も行っております。

表４－１－１　自然観察会等の実施状況

学習内容

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

回数 参加者数 回
数 参加者数 回数 参加者数

自然観察会 ４４ ７４０ ３０ ６４９ ３２ ６５８
団体等観
察会 ２６ ８４８ ３１ １，０８１ １３ ３９１

計 ７０ １，５８８ ６２ １，７３０ ４５ １，０４９

（オ）環境アドバイザーの派遣

　環境に関する専門家を環境アドバイザーとして
任命し、県民や事業者の皆さんが自主的に実施す
る講演会や学習会、地域活動などに派遣していま
す。平成２５年度には４１名の方を環境アドバイザー
として任命し、５８ヶ所に延べ５９回派遣しました。
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表４－１－２　平成２５年度徳島県環境アドバイザー派遣状況

年月日 派遣場所 内　容　 参加人数

平成２５年５月８日 鳴門市斎田公民館 消費生活と環境 ６７

平成２５年５月１１日 エコみらいとくしま エコみらいとくしま環境セミナー ７

平成２５年５月２２日 吉野川干潟 春の干潟観察 １４８

平成２５年５月２７日 吉野川市鴨島公民館 徳島のおいしい水，水環境と水質 ３６

平成２５年５月２７日 小松島小学校 ネイチャーゲーム ３０

平成２５年５月３０日 鳴門市　大塚スポーツパーク インディＥＣＯソックス　ごみゼロデイ ２００

平成２５年５月３０日 八万東保育所 ネイチャーゲーム ３５

平成２５年５月３１日 由岐保育園 ネイチャーゲーム ２０

平成２５年６月２日 あすたむらんど あすたむゴーヤー緑のカーテン ３４

平成２５年６月６日 由岐保育園 親子ネイチャーゲーム ３６

平成２５年６月２０日 富岡幼稚園 ネイチャーゲーム ４４

平成２５年６月２４日 徳島市青少年交流プラザ 干潟の観察 ３２

平成２５年６月２５日 徳島市青少年交流プラザ 干潟の観察 ５４

平成２５年６月２５日 藍住町正法寺川 生き物から考える正法寺川の環境 ９４

平成２５年６月２６日 あすたむらんど ごみの減量・地域の美化活動 ８０

平成２５年６月２７日 富岡幼稚園 ネイチャーゲーム １０

平成２５年６月２８日 内町保育所 ネイチャーゲーム １７

平成２５年７月４日 木岐保育園 ネイチャーゲーム １０

平成２５年７月９日 宝田幼稚園 ネイチャーゲーム ２０

平成２５年７月１０日 内町保育所 ネイチャーゲーム １８

平成２５年７月１０日 富岡東中学校 生態系における干潟の役割 ８２

平成２５年７月１２日 吉野川干潟 干潟の生き物観察を通した環境学習 ８２

平成２５年７月１２日 新野幼稚園 ネイチャーゲーム ３４

平成２５年７月２５日 Ｂ＆Ｇ海洋センター 勝浦川干潟の観察 ４２

平成２５年７月２６日 羽ノ浦くるみ保育所 ネイチャーゲーム ４４

平成２５年８月７日 徳島市立青少年交流プラザ 勝浦川干潟の観察 ３５

平成２５年８月９日 徳島市立青少年交流プラザ 勝浦川干潟の観察 ３７

平成２５年８月９日 リンテック株式会社　小松島
工場 生物多様性への取り組み方について ２５

平成２５年８月１９日 藍住町勤労女性センター 上勝での取り組み、ゴミの減らし方 １９

平成２５年９月１０日 八万保育所 ネイチャーゲーム ２８

平成２５年９月１２日 新野東幼稚園 ネイチャーゲーム ８

平成２５年９月１３日 城西高等学校 田んぼと生き物のかかわり ７７

平成２５年９月２５日 神山町下分公民館 中国の大気汚染の日本への影響 ４１

平成２５年１０月１２日 八万保育所 ネイチャーゲーム（職員研修） １３

平成２５年１０月１６日 宝田保育所 ネイチャーゲーム ２３

平成２５年１０月１８日 鳴門市板東公民館 家庭生活における省エネ ７

平成２５年１０月３１日 木岐保育園 ネイチャーゲーム １８

平成２５年１１月５日 国府保育所 ネイチャーゲーム（子育て講座） ２５

平成２５年１１月５日 勝浦町住民福祉センター 第５回環境県民のつどい（身近な環境問題） １００

平成２５年１１月１２日 宝田幼稚園 ネイチャーゲーム ２０

平成２５年１１月１２日 川田中小学校 ネイチャーゲーム １８

平成２５年１１月１４日 新野東幼稚園 ネイチャーゲーム ８

平成２５年１１月１６日 あいおいニッセイ同和損保
株式会社 住吉干潟の生き物観察 １０１

平成２５年１１月１８日 平谷保育園 ネイチャーゲーム １０

平成２５年１１月２０日 羽ノ浦こばと保育所 ネイチャーゲーム ３０

平成２５年１１月２１日 藍住町正法寺川 体験型ふるさとの川環境観察学習会 ９７

平成２５年１１月２５日 国府保育所 ネイチャーゲーム ３１

平成２５年１２月２日 林崎小学校 ネイチャーゲーム ５６
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平成２５年１２月２日 吉野川干潟 干潟の野鳥や自然の観察 ６８

平成２６年１月１７日 新野幼稚園 ネイチャーゲーム ３４

平成２６年１月２８日 小松島市しおかせ公園 冬鳥の観察会 ６７

平成２６年１月２８日 宝田保育所 ネイチャーゲーム ３４

平成２６年１月３０日 羽ノ浦くるみ保育所 ネイチャーゲーム ７

平成２６年１月３１日 小松島市しおかせ公園 鳥の観察会 １９

平成２６年２月１日 八万東保育所 ネイチャーゲーム ９

平成２６年２月４日 平谷保育園 ネイチャーゲーム １０

平成２６年２月２０日 徳島城公園 鳥の観察会 ２５

平成２６年３月１日 川塾事務所 ＣＯＰ１９と市民運動について １５

（カ）ビオトープアドバイザーの派遣
ビオトープの専門家をビオトープアドバイザーと
して任命し、市町村・事業者及び各種団体等が開
催するビオトープの保全・創出に関する学習会や説
明会等に派遣し、ビオトープへの取り組みについて
の基本的な考え方を指導し、また地域の合意形成
や具体的な企画立案等を効率的に進めています。
平成２５年度には１４名の方をビオトープアドバイ
ザーとして任命し、６回派遣しました。（派遣状況は
第２部第４章第１節１０２ページ表４－１－３）

（キ）環境学講座等の開講
　環境首都とくしまの実現に向け、産学民官が連
携・協働し、県民総ぐるみで環境活動に取り組むた
め、その主体となる、環境に関する高い意識と行動
規範・実践力を持つ人材を養成するため、県民を対
象とした「とくしま環境学講座」・「とくしま環境マイ
スター講座」を開講しました。（表４－１－３）

表４－１－３
平成２５年度とくしま環境学講座開催状況

年月日 講 座 名 参加者数

平成２５年６月１０日
～６月２２日

とくしま環境学講座「とくし
まエネルギーセミナー」

１２６名

平成２５年５月２日
～１２月１８日

とくしま環境学講座「自然エ
ネルギー出前授業」 １，０８４名

平成２５年１０月９日
平成２６年２月２１日

とくしま環境マイスター講座 １９６名

出前講座
　 

（２）今後の取組み
　「環境首都とくしま創造センター（エコみらいとく
しま）」を中心に、平成１７年１２月に策定した「徳島
県環境学習推進方針～とくしま環境学びプラン～」
に基づき、環境学習プログラムの普及や環境講座
の開設などにより、環境学習を総合的・体系的かつ
効果的にすすめるとともに、各主体の連携・協働を
推進します。
　また、環境アドバイザーやビオトープアドバイザー
の派遣などにより、地域における環境活動を支援し
ます。
　さらに、「環境首都　あどぷと・エコスクール」な
どにより、実践的な環境学習活動を推進します。
　併せて、県をはじめとした行政や、教育機関、環
境団体、企業が実施する環境に関する各種講座や
催しなどについて、一元的に情報を収集し、提供す
る仕組みづくりを行います。

学校における環境教育・環境学習の推進
（１）現状
　各学校においては、環境教育を教育目標に位置
づけ、児童・生徒の発達段階に応じて、社会科、理
科、家庭科などの各教科や道徳、特別活動、総合的
な学習の時間など、学校の教育活動全体を通じて
系統的・計画的に環境教育を行っています。
　県としては、平成１６年度から児童・生徒・教職員
が一体となった継続的かつ自立的な環境保全活
動を推進する本県独自の「学校版環境ＩＳＯ」認証
システムを構築し、「学校版環境ＩＳＯ」の認証取得
を推進することで、環境教育の充実を図ってきまし
た。平成２４年度からは、これまでの取組を家庭や
地域に波及させていく「新　学校版環境ＩＳＯ」に移
行しています。
　また、地球温暖化対策の一環として、徳島冬の
エコスタイル「新春書き初め」の募集を行っていま
す。

133



（２）取組み
①環境・エネルギー教育推進事業
（ア）「新　学校版環境ＩＳＯ」認証取得の推進
　平成２４年度から移行した「新　学校版環境ＩＳ
Ｏ」では、従来の学校における節電・ごみ分別・リサ
イクル活動などに継続的に取り組むとともに、これ
らの取組を地域に広げ、児童・生徒が地域に出向
いて、環境美化活動や自然観察などの体験活動を
積極的に行い、学校での環境学習で学んだことを、
家庭や地域にも波及させていくことを目的としてい
ます。
　実施校は、必須項目（節電・ごみ分別・リサイクル
活動）と、選択項目（①地域に広げる節電・ごみ分
別・リサイクル活動、②地域に出向き深める環境保
全・環境美化に関する活動、③地域に関連したテー
マを選び、深めていく環境学習活動、④その他運営
委員会がふさわしいと認めたテーマによる活動）か
ら１つ以上を選択し、地域や学校の状況に応じた取
組を推進します。認定されると認定証（３年間有効）
が交付されます。
　平成２５年度までに、小・中学校、高等学校、特別
支援学校を含めて１９０校が「新　学校版環境ＩＳ
Ｏ」の認証を取得し、従来の「学校版環境ＩＳＯ」の認
証取得校と合わせて２４５校が活動をしています。

各学校における活動の様子 

　　　

（イ）エコリーダー養成講座の開催（平成２５年度）
　「新　学校版環境ＩＳＯ」の認証取得を目指す学
校の環境教育担当の教員などに対して、認証シス
テムの説明、環境教育の実践に関する情報交換な
どを行いました。また、「楽しく考える　エコみらい」
をテーマとしてエコ実験を体験しながら、楽しく現在
の地球、未来の地球について考える講演を行いま
した。（参加者数９６名）
 

 

 

エコリーダー養成講座

（ウ）環境・エネルギー教育発表会の開催（平成２５
年度）
　「新　学校版環境ＩＳＯ」認証式、「環境・エネル
ギー教育推進事業」表彰式とともに、板野西小学
校と南部中学校による実践発表を行いました。また、
「みんなで取り組むまちづくり～上勝町ゴミゼロへ
の挑戦」をテーマとして上勝町におけるごみの分別
や減量化の取組についての講演を行いました。
（参加者数１０３名）
 

環境・エネルギー教育発表会

②徳島冬のエコスタイル関連事業　
（ア）徳島冬のエコスタイル「新春書き初め」（平成
２５年度）
　年の初めにあたり、次の世代を担う子供たちに、
地球温暖化防止の大切さを考えてもらう契機とす
るため、児童・生徒から「地球温暖化防止」にちな
んだ書き初め作品を募集しました。
　優秀作品については知事賞等を授与するととも
に、県庁や徳島阿波おどり空港、徳島県立総合教
育センターに展示し、県内外に発信しました。（応募
作品数７，５２４点）
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徳島冬のエコスタイル「新春書き初め」表彰式

（３）今後の取組み
　「新　学校版環境ＩＳＯ」認証取得校の取組や環
境教育に関する資料をホームページ等から情報提
供することで、「新　学校版環境ＩＳＯ」認証取得を
より一層進め、さらに学校での環境学習の学びを
家庭や地域へ波及させていきます。 
　また、エコリーダー養成講座を開催し、環境教育
の指導者の養成を通して、児童・生徒が環境問題
の解決に向けて取り組む力を育成するとともに、実
施校が取組や成果を発表する場として、環境・エネ
ルギー教育発表会を開催し、環境教育の推進を支
援します。
　さらに、徳島冬のエコスタイル「新春書き初め」の
募集や展示を通して、省エネ・省資源の取組みをよ
り広く呼びかけていきます。

循環型社会に向けた活動の推進
　環境への負荷の少ない持続的発展が可能な循
環型社会の構築に向けて、国民一人ひとりの環境
保全に係る意識の高揚を図るため、環境月間・３Ｒ
推進月間に県民や事業者、各種民間団体の協力
のもと、さまざまな行動を行いました。

（１）ごみゼロの日キャンペーンの実施
環境美化に対する意識を高めるため、平成１３年
度から５月３０日の「ごみゼロの日」を中心に、「ごみ
ゼロの日キャンペーン」を実施しています。関係機
関や団体、事業所、学校に身近な場所での清掃活
動を呼びかけ、平成２５年度は２４０団体８３，０１２人
が活動に参加しました。

（２）「買い物で発生するごみの減量化」の推進
循環型社会の形成を推進するため、平成２５年１１
月２日～３０日に県内の主な食品スーパー１０社と
連携して「とくしまマイバック持参キャンペーン」を県
下全域で実施し、レジ袋削減の啓発活動に取り組
みました。
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